


出土遺物

1鍵体

乱石積基壌検出状況(北東から)

壁体や塑像は通常土中に埋没してしまえば、土に戻

り検出できない遺物であるが、建物の火災による焼け

締まりにより今日まで遺存したものである。しかし、

いずれも建物の崩壊や掻き出しによる物理的作用によ

り、 1 crnから10crn程度の小片に破砕されていた。

壁体の構造は、襲を短く裁断して粘土質の土に混ぜ

た荒土の上に別の土を上塗りした 2層構造からなり、

その上に薄く自土を塗っているものがあり、摩みは2.5

crnから3.5crnを浪Ijる。彩色壁画は、薄く塗られた白土の

上に描かれているものが多い。 1crn大の綿片を除く 1，100

点余りの壁体片の中に具体的なモチーフに結びつける

ことは器難なものの、肉眼で彩色壁画と確認できる破

片が20点以上出土している。法経寺や上淀廃寺の彩色

壁画に使用された顔料をみると、赤系統にはベンガラ・

朱・鉛丹が、黄系統に黄土など、育系統には群青、白

系統には白土、黒系統には墨が使用されており、火災

の熱によってベンガラや自土を除き、朱や墨は焼失し、

緑青系統は黒色系に変色すると考えられている。出霊

前廃寺から出土した黒褐色で描かれた彩色壁画も向じ

ように緑青系で描かれたものは変色し、朱や塾で、描か

彩色壁菌片
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れた彩色画の多くは火災の熱で消失したものと考えら

れる。

2翠像

塑像は木で芯棒をつくり、その上に荒土・中土・仕

上土等の 2~3 患の土を }II買に重ねていき彫盤し、彩色

や漆箔を塗り仕上げる土製の仏像である。日震前廃寺

で検出した塑像片は、細片のため部位が明らかで像種

や大きさが推定できるものは少ないが、部位がある程

度明らかなものに次のものがある。

螺髪は20点出土している。巻貝状の螺旋が刻まれ、

型による成形で、頭部から両慨に型の合わせ自が筋状

に残っている。完形なもので高さ 3crn、底径2.3crnで、半

丈六 (2.4m)程度の加来{象が誰定できる。

爪の表現が残る指先が 1点、銅線を通した跡が見ら

れることから指の一部と判断した破片が 1点出土して

いる。いずれもその大きさからほぼ等身大の像と見ら

れる。

仏像の裳裾にあたると推定できる衣文片や天衣片が

1 crn~ 5 crn大の破片で、約400点出土している。丸みのあ

るものや段状を皇するものの他に、彩色・漆箔の痕跡

の残るもの・宝相華文等が描かれた破片が出土してい

る。

また、塑像の剥離面に布自の残るものや木質部に直

接貼付された形跡のあるものも確認でき製作技法を知

る手がかりになるものがある。その他、宝玉形等の装

飾片が出土している。この宝玉形装飾片の裏面は浅い

田町をなし、円柱状のものに貼付された形跡がある。

瓦溜出土埠仏

3埠仏

9世紀後半代の屋根構造の改造により、大量の瓦が

投棄された瓦溜から、多量の瓦にまじり塘仏片 1点が

出土した。これは、屋根構造の改造が行われた際、不

要となった大量の瓦とともに、堂内の不要品も瓦溜へ

投棄されたからと考えられる。堂内を荘厳するものに

繍仏や彩色仏教壁画・埼仏などがあるが、そのいずれ

かで荘厳するのが、一般的であると考えられてきた。



したがって、彩色壁画と堵仏がともに出土している点

に注呂できる。

4瓦類

軒丸瓦は、複弁八葉蓮華紋のみであるが、箔の違い

から 2 種類に分類できる。両タイプとも直径は19.8~

20.3cmを測り、崩縁は直立縁で無紋である。中房痕径

は7.5~8. OcmをiRlJり、蓮子は 1+ 4 + 8である。 I類

は、中央からやや離れた位置に箔割れの痕跡がみられ、

焼成は堅微で色調は青灰色で須恵、質に仕上がる。大津

市滋賀里の崇福寺跡から出土したと伝えられるものに

極似したものがあるが、これには箔割れの痕跡はみら

れない。豆類は、 I類に比べ中房の蓮子は小さく不鮮

明で弁の大きさも均等さを欠き、問弁を抜くなど雑な

作りである。やや甘く色調は灰白色である。

軒平瓦は、無紋(ヘラ描き蝶旋紋含む・ I類)と飛

雲紋軒平瓦 (II類-a . b)が出土している。焼成な

どから軒丸瓦 I類と無紋の軒平瓦が創建時のセットと

考えられる。飛雲紋軒平瓦 (II類欄 a) は爆し焼き風

で色識は灰黒色に仕上げ、日類“ bは燥し焼き風には

ならず、色識は灰白色や浅黄樺色に仕上がる。箔は同

じであるが調整等に違いがあり別の窯で焼成されたと

考えられる。

上述のように I類とした須恵質に仕上がるものが創

建時のもので、豆類明 aとした爆し焼き風に仕上がる

瓦がこれに続くものと考えられる。しかし、本来セッ

トになる飛雲紋軒丸瓦や燥し焼き風に仕上がる軒丸瓦

は、これまでの調査では出土していない。近江系と呼

複弁八葉蓮華紋軒丸瓦

飛雲紋軒平瓦
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ばれる飛雲紋軒平瓦は、大津京関連寺院や近江間衛関

連遺跡から出土しているが、いずれもこれとセットに

なる飛雲紋軒丸瓦が出土している。日量前廃寺の場合

は、軒平瓦 I類とした無紋の軒平瓦にかわる差し替え

用に採用された可能性がある。

以上日置前廃寺から出土した遺物の概要を紹介して

きたが、冒頭の上淀廃寺では、これまで、寺院を荘厳

する仏教彩色壁画は、法隆寺や平城京の大寺院にしか

存在しなかったと思われてきた壁画が、地方のー寺院

にも存在したことを証明した画期的な発見であった。

また、金堂の本尊に塑像の如来像が置かれ、その脇侍

に菩薩や神将等の塑像群が安置され、その背後を仏教

彩色踊で荘厳するという堂内の情景が具体的に復原さ

れている。現段階では質・量共に劣るものの今後の調

査・研究によって向様の復元が可能な貴重な遺跡であ

ることに違いはない。

日最前廃寺の造営者

ここで問題になるのが、日置前廃寺創建の時期であ

る。県内の多くの古代寺院が 7世紀の第 4四半期代に

地方豪族の氏寺として建立されたものであったが、こ

れらの時期からやや遅れて律令体制の整備が地方に進

む段階に日置前廃寺が造営されたものと考えられる。

日霞前廃寺の東lニ近接する、都市的な広がりをもっ

大規模な官街遺跡である日置前遺跡は 8世紀前半に整

備がはじまり、 8世紀中頃を前後する時期には高島郡

を含め都市的な広がりと機能をもっ官街的色彩の強い

大規模な官街遺跡として存在している。この官街遺構

の区爾施設等の主軸方向と自置前廃寺遺跡の金堂の主

軸方向が一致していることから、これと問時期に日寵

前廃寺も整備・造営された可能性があると考えられる。

近荘園衡を中心に出土する飛雲紋系の瓦類が日置前

廃寺から出土していることは、当時近江国司を兼ねて

いた藤原仲麻呂の配慮により、近江国街の官営工房や

工人等の関係があったと想定できる。

藤原仲蘇呂と高島郡の関係は深く、 f続日本来日J天平

二十五自条に、高島郡の鉄穴を賜るとい

う記載からもわかる。また、天平宝字8年 (764)藤原

仲麻呂の乱の際、越前に逃れる仲麻呂は日置前に居を

おく「高島郡能少領角家足Jの舘に宿泊している。角

氏は、仲麻呂が授かった「鉄穴Jの管理経営を行って

いたと考えられており、官軍に追われ万策尽きた伸麻

呂が最後の選択肢として頼ったものと考えられる。

このような点から、角氏が日置前廃寺の造営に関わ

った可能性が高い。しかし、日置前という地名や社名

等から、近江に車接日置氏を記す史料はみられないが、

近接する越前や山背・出雲の史料等に現れる「日霞氏J
との関係も注目される。日置氏についても鉄製産や官



営の倉の管理を司る業務に従事していた氏族といわれ

ており、角氏とともに日置前遺跡の経営やこの官能に

付随する寺院として日置前廃寺が造営された。

まとめ

日置前廃寺は、上述のように仏教彩色壁画や埼仏で

荘厳された寺院であり、官f寄付属寺院として造営・整

備された可能性が高い。 地方の寺院における壁画等の

荘厳が、特殊なものであったかどうかについては再考

を要するが、特殊なものであったとして日置前遺跡群

の性裕を考えてみたい。すなわち、「日置前Jは、北陸

道という官道で結ぼれた若狭国・越前摺の結節点に位

置し、その地方行政を担う生命線的な役割をもっ遺跡

であったのではないかと考えられる。

近年の北陸道に関する研究では、北睦道の筆頭の国

は若狭国であり、本来の北陸道は若狭閣を経て三方や

美浜を通り越前国へ抜ける周行ルートであったと考え

られている。その後、延暦14年 (795)に近江国・若狭

図の駅路の査察(1日本紀略J延暦十四年六月辛卯条)

があり、それによって駅路の変更が行われ、近江から

直接越前へ向かうルートに変更された可能性が高いと

考えられている。しかし、このルートの改変にかかわ

らず北陸道に近接する日置前遺跡群は、北陸諸国に来
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着し、都へ向かう湖海の外交使節団を迎え入れた官能

施設としての機能も果たしていた可能性は十分考えら

れる。

激海使節来拐の記事は、神亀4年 (727)図書を携え

た使者の日本への派遣から926年に激海が契丹に破れて

滅亡するまで使者の来朝は35問にのぼった。天平宝字

2年 (758) の使節団は、最初 9丹に越前回に招かれ、

12月に平城京に入京している。松原容館における湖海

使の迎接は越前回可にとっての重要な仕事であった。

能筆・加賀・越前・若狭間など北陸道諮問に使節団が

来着したのは12回にのぼり、これらの使節団が京に向

かうには必ず、近江田高島郡を通るのである。松原容

館から111宇越えで近江に入札最初の休憩・宿泊所とし

て日置前廃寺・遺跡が機能していたことは、十分考え

られる。

元慶 7年 (883) には、溺海の客を京に迎えるため、

山城・近江・越前・加賀等の国の官舎や道橋を修理し、

路傍に遺棄されている死骸を;埋葬させたことが記され

ている(，宮本三代実録j元慶七年正月二十六日条)0

9世紀後半代における日貿前廃寺の改造や、マキノ 11町

の小荒路十寺遺跡・高島町鴨遺跡などの官街的色彩の

強い遺跡の出現もこれに符合したものではなかったか

と考えている。(葛原秀雄・弘部亮二)


